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損
害
保
険
業
界
に
お
け
る

業
務
の
在
り
方
は
、
保
険
分

野
の
規
制
緩
和
・
自
由
化
以

降
、
大
き
く
変
化
し
た
。
損

害
保
険
協
会
は
、
こ
う
し
た

中
、
１
９
９
８
年
度
か
ら
中

期
基
本
計
画
を
策
定
の
上
、

中
期
的
視
点
か
ら
損
害
保
険

業
界
と
し
て
最
優
先
に
取
り

組
む
重
点
課
題
と
施
策
を
選

定
し
、
実
行
し
て
き
た
。

第
１
次
中
期
事
業
計
画

（
１
９
９
８
年
度

～
２
０
０
０
年
度
）

　（
１
）
策
定
時
の
背
景

　
改
正
保
険
業
法
の
施
行

（
１
９
９
６
年
４
月
１
日
）

や
日
米
保
険
協
議
の
決
着

（
同
年
12
月
24
日
）
な
ど
も

あ
り
、
規
制
緩
和
・
自
由
化

が
進
展
す
る
中
、
損
害
保
険

協
会
は
、
新
し
い
時
代
の
協

会
活
動
の
在
り
方
を
検
討
す

る
た
め
、
「
21
世
紀
に
お
け

る
損
保
協
会
の
仕
事
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
（
１
９

９
６
年
12
月
）
、
そ
の
成
果

を
「
新
し
い
損
保
協
会
の
あ

り
方
」
と
し
て
ま
と
め
た

（
１
９
９
８
年
１
月
）
。
こ

の
ま
と
め
に
基
づ
き
、
損
害

保
険
協
会
と
し
て
初
め
て
中

期
事
業
計
画
（
１
９
９
８
年

度
～
２
０
０
０
年
度
の
３
か

年
計
画
）
を
策
定
し
た
。

　（
２
）
計
画
の
概
要

　
重
点
推
進
活
動
の
柱
と
し

て
、
①
対
外
活
動
、
②
社
会

的
責
任
・
使
命
に
関
す
る
活

動
、
③
会
員
会
社
に
対
す
る

支
援
・
サ
ー
ビ
ス
活
動
―
の

３
つ
を
据
え
た
。
ま
た
、
本

計
画
で
は
、
損
害
保
険
協
会

の
組
織
と
委
員
会
機
構
の
大

幅
な
見
直
し
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

　（
３
）
主
な
活
動
の
概
要

　
対
外
活
動
と
し
て
、
消
費

者
対
応
活
動
、
要
望
提
言
活

動
、
海
外
と
の
連
携
活
動
を

行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は

規
制
緩
和
・
自

由
化
後
の
損
害

保
険
協
会
の
中

心
的
な
業
務
の

一
つ
に
な
り
、

関
係
団
体
等
と

の
対
話
や
交
流

を
推
進
し
た
。

　
ま
た
、
社
会

的
責
任
・
使
命

に
関
す
る
活
動

と
し
て
、
社
会

貢
献
活
動
、
大

規
模
災
害
対
応

活
動
を
、
会
員

会
社
に
対
す
る

支
援
・
サ
ー
ビ

ス
活
動
と
し
て
、
教
育
研
修

活
動
、
情
報
提
供
活
動
等
を

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

第
２
次
中
期
基
本
計
画

（
２
０
０
１
年
度

～
２
０
０
３
年
度
）

　（
１
）
策
定
時
の
背
景

　
会
員
会
社
間
の
合
併
、
第

三
分
野
へ
の
生
損
保
の
相
互

乗
り
入
れ
、
損
害
保
険
会
社

と
生
命
保
険
会
社
の
提
携
、

通
信
販
売
を
主
力
チ
ャ
ネ
ル

と
す
る
損
害
保
険
会
社
の
出

現
等
、
損
害
保
険
業
界
は
新

た
な
時
代
に
突
入
し
た
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
、
消

費
者
契
約
法
や
金
融
商
品
の

販
売
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
消
費
者
対
応
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
対
応

等
が
重
要
課
題
と
な
っ
た
。

　（
２
）
計
画
の
概
要

　
特
に
注
力
す
る
事
業
と
し

て
、
①
要
望
・
提
言
、
会
員

各
社
へ
の
情
報
提
供
、
②
消

費
者
対
応
機
能
の
強
化
、
③

保
険
制
度
と
関
連
す
る
社
会

問
題
へ
の
対
応
、
④
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
着
実
な
浸

透
、
⑤
地
震
保
険
・
自
賠
責

保
険
の
制
度
運
営
、
⑥
損
害

調
査
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
活

動
、
⑦
環
境
対
策
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
―
の
７
つ
を
掲
げ
た
。

　（
３
）
主
な
活
動
の
概
要

　
消
費
者
対
応
機
能
の
強
化

と
し
て
、
会
員
各
社
の
相
談

窓
口
担
当
者
向
け
の
「
自
賠

責
保
険
・
自
動
車
保
険
の
請

求
相
談
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作

成
等
を
通
じ
、
相
談
対
応
機

能
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
保
険
制
度
と
関
連

す
る
社
会
問
題
へ
の
対
応
と

し
て
、
自
動
車
盗
難
対
策
の

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
着
実
な
浸
透
と
し
て

「
損
害
保
険
会
社
の
独
占
禁

止
法
遵
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

改
定
、
会
員
会
社
向
け
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
の
実

施
等
、
損
害
保
険
業
界
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
に
努

め
た
。

第
３
次
中
期
基
本
計
画

（
２
０
０
４
年
度

～
２
０
０
６
年
度
）

　（
１
）
策
定
時
の
背
景

　
自
然
災
害
の
多
発
、
テ
ロ

事
件
や
犯
罪
の
増
加
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
進
展
等
、
損
害

保
険
業
界
に
と
っ
て
新
た
な

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

き
た
。
ま
た
、
保
険
商
品
・

販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
に

よ
り
、
消
費
者
に
は
保
険
商

品
の
選
択
に
お
け
る
自
己
責

任
が
、
損
害
保
険
会
社
に
は

保
険
商
品
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
提
供
す
る
こ
と
等
が
一

層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　（
２
）
計
画
の
概

要　
特
に
注
力
す
る
事

業
と
し
て
、
①
消
費

者
サ
ー
ビ
ス
、
②
社

会
的
責
任
の
遂
行
、

③
要
望
・
提
言
、
④

国
際
社
会
へ
の
働
き
か
け
、

⑤
損
害
保
険
事
業
の
基
盤
整

備
―
の
５
つ
を
掲
げ
た
。

　（
３
）
主
な
活
動
の
概
要

　
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
報
道
機
関
に
対
し
、
損

害
保
険
業
界
に
関
連
す
る
情

報
提
供
を
強
化
し
て
消
費
者

向
け
の
報
道
を
増
加
さ
せ
た

他
、
付
随
的
な
保
険
金
の
支

払
い
漏
れ
（
２
０
０
５
年
）

等
の
発
生
に
伴
い
、
「
消
費

者
の
声
」
諮
問
会
議
を
設
置

し
（
２
０
０
６
年
９
月
）
、

消
費
者
の
声
を
損
害
保
険
業

界
の
事
業
運
営
に
生
か
す

等
、
信
頼
回
復
の
た
め
新
た

な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
的
責
任
の
遂

行
と
し
て
、
小
学
生
の
ぼ
う

さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク

ー
ル
や
飲
酒
運
転
防
止
に
関

す
る
活
動
等
、
新
た
な
事
業

を
開
始
し
た
。

第
４
次
中
期
基
本
計
画

（
２
０
０
７
年
度

～
２
０
０
８
年
度
）

　（
１
）
策
定
時
の
背
景

　
付
随
的
な
保
険
金
の
支
払

い
漏
れ
問
題
の
発
生
（
２
０

０
５
年
）
等
に
よ
り
、
損
害

保
険
業
界
は
社
会
か
ら
厳
し

い
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
、

信
頼
回
復
が
最
優
先
か
つ
最

重
要
課
題
と
な
っ
た
。
ま

た
、
消
費
者
保
護
の
推
進
と

と
も
に
、
銀
行
窓
販
の
対
象

保
険
商
品
の
拡
大
、
少
額
短

期
保
険
業
者
の
誕
生
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
を
踏
ま

え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

　（
２
）
計
画
の
概
要

　
特
に
注
力
す
る
事
業
と
し

て
、
①
信
頼
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
、
②
損
害
保
険
事

業
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
、
③
社
会
の
安
全
・

安
心
へ
の
貢
献
、
④
国
際
社

会
へ
の
働
き
か
け
―
の
４
つ

を
掲
げ
た
。
本
計
画
は
信
頼

回
復
を
早
期
に
実
現
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
か

年
に
短
縮
し
て
策
定
し
た
。

　（
３
）
主
な
活
動
の
概
要

　
信
頼
回
復
の
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
苦
情
相
談
対

応
体
制
の
強
化
、
消
費
者
行

政
機
関
と
の
懇
談
会
等
に
よ

る
消
費
者
か
ら
の
意
見
収
集

力
の
強
化
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
改
善
や
啓
発
冊
子
普
及
等

に
よ
る
消
費
者
へ
の
情
報
提

供
活
動
、
消
費
者
団
体
と
の

懇
談
会
等
に
よ
る
双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

等
に
よ
る
消
費
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
に

取
り
組
ん
だ
他
、
保
険
募
集

や
保
険
商
品
・
約
款
等
に
関

す
る
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
と
い
っ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
に
も
注
力
し
た
。

ま
た
、
損
害
保
険
事
業
の
基

盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
募
集
人
試
験
へ
の

更
新
制
度
の
導
入
（
２
０
０

８
年
６
月
）
等
、
募
集
人
の

資
質
向
上
に
も
努
め
た
。

第
５
次
中
期
基
本
計
画

（
２
０
０
９
年
度

～
２
０
１
１
年
度
）

　（
１
）
策
定
時
の
背
景

　
信
頼
回
復
の
た
め
の
施
策

が
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
業
界
と
な

る
た
め
、
消
費
者
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
業
務
品
質
向
上
の
取
り

組
み
と
し
て
、
特
に
代
理
店

（
募
集
人
）
を
対
象
と
し
た

品
質
向
上
策
の
実
施
や
苦
情

・
紛
争
対
応
の
強
化
等
が
求

め
ら
れ
た
。

　（
２
）
計
画
の
概
要

　
特
に
注
力
す
る
事
業
と
し

て
、
①
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
②

業
務
品
質
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
、
③
損
害
保
険
事

業
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
、
④
社
会
の
安
全
・

安
心
へ
の
貢
献
、
⑤
国
際
社

会
へ
の
働
き
か
け
―
の
５
つ

を
掲
げ
た
。

　（
３
）
主
な
活
動
の
概
要

　
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
と
し
て
、

保
険
業
法
に
基
づ
く
指
定
紛

争
解
決
機
関
の
指
定
を
取
得

し
、
そ
ん
ぽ
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
（
２
０
１
０
年
10
月
１
日

設
置
）
に
お
い
て
、
苦
情
・
相

談
・
紛
争
対
応
を
開
始
し
た
。

　
業
務
品
質
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
各
種

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
を
実
施
し
た

他
、
損
害
保
険
募
集
人
一
般

試
験
の
導
入
（
２
０
１
１
年

10
月
）
に
伴
い
、
試
験
合
格

を
登
録
・
届
出
の
要
件
や
販

売
資
格
と
し
た
。

第
６
次
中
期
基
本
計
画

（
２
０
１
２
年
度

～
２
０
１
４
年
度
）

　（
１
）
策
定
時
の
背
景

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
消

費
者
保
護
の
一
層
の
推
進
と

い
っ
た
社
会
環
境
の
変
化
の

中
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成

長
性
低
下
お
よ
び
保
険
引
受

利
益
の
悪
化
等
を
踏
ま
え
た

対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
地
震
保
険
金
支
払
い

の
対
応
に
よ
っ
て
、
損
害
保

険
の
意
義
や
役
割
が
再
認
識

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
経
験

や
教
訓
を
国
民
に
継
続
し
て

伝
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。

　（
２
）
計
画
の
概
要

　
重
点
課
題
と
し
て
①
事
故

・
災
害
・
犯
罪
の
防
止
・
軽

減
に
よ
る
社
会
的
損
失
の
低

減
、
②
共
通
化
・
標
準
化
の

推
進
に
よ
る
消
費
者
利
便
の

向
上
と
業
務
効
率
化
、
③
消

費
者
の
声
を
起
点
と
し
た
業

務
品
質
の
向
上
、
④
要
望
・

提
言
機
能
の
強
化
、
⑤
地
震

保
険
の
一
層
の
普
及
と
巨
大

災
害
に
備
え
た
業
界
態
勢
の

強
化
―
の
５
つ
を
掲
げ
た
。

　（
３
）
主
な
活
動
の
概
要

　
事
故
・
災
害
・
犯
罪
の
防

止
・
軽
減
に
よ
る
社
会
的
損

失
の
低
減
と
し
て
、
保
険
金

支
払
い
に
効
果
が
期
待
さ
れ

る
取
り
組
み
、
中
で
も
不
正

請
求
排
除
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
の
拡
充
整
備
を
進
め
た
。

　
ま
た
、
共
通
化
・
標
準
化

の
推
進
に
よ
る
消
費
者
利
便

の
向
上
と
業
務
効
率
化
と
し

て
、
重
要
事
項
説
明
書
の
簡

素
化
、
保
険
募
集
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
標
準
化
等
を
実
現

し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
震
保
険
の
一

層
の
普
及
と
巨
大
災
害
に
備

え
た
業
界
態
勢
の
強
化
と
し

て
、
東
日
本
大
震
災
対
応
で

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
整

理
し
、
巨
大
地
震
災
害
に
備

え
た
態
勢
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
自
治
体
の
協
力
に

よ
る
地
震
保
険
の
普
及
や
防

災
教
育
の
推
進
等
に
よ
り
地

域
防
災
力
向
上
に
努
め
た
。

第
７
次
中
期
基
本
計
画

（
２
０
１
５
年
度

～
２
０
１
７
年
度
）

　（
１
）
策
定
時
の
背
景

　
超
高
齢
社
会
の
進
展
、
巨

大
な
自
然
災
害
発
生
の
懸

念
、
自
動
運
転
等
の
技
術
革

新
等
、
損
害
保
険
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
を
踏
ま
え

た
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
損
害
保
険
協
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
は
、
時
代

背
景
や
会
員
会
社
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
変
化
が
求
め
ら
れ

る
も
の
の
、
基
本
的
な
事
業

は
不
変
な
も
の
と
し
て
、
要

望
提
言
、
品
質
向
上
、
損
害

保
険
の
理
解
促
進
の
３
点
を

柱
に
策
定
を
進
め
た
。

　（
２
）
計
画
の
概
要
〈
詳

細
は
表
を
参
照
〉

　
重
点
課
題
と
し
て
①
超
高

齢
社
会
へ
の
取
り
組
み
、
②

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組

み
、
③
新
た
な
リ
ス
ク
へ
の

取
り
組
み
、
④
自
然
災
害
へ

の
取
り
組
み
、
⑤
保
険
犯
罪

へ
の
取
り
組
み
、
⑥
新
た
な

募
集
態
勢
の
構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
、
⑦
消
費
者
か
ら

の
相
談
・
苦
情
・
紛
争
解
決

へ
の
取
り
組
み
、
⑧
消
費
者

教
育
の
取
り
組
み
―
の
８
つ

を
掲
げ
た
。

　
２
０
１
７
年
度
は
本
計
画

の
最
終
年
度
で
あ
り
、
重
点

課
題
の
達
成
に
向
け
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
る
。

	

（
つ
づ
く
）

◇

　【
文
責
：
日
本
損
害
保
険

協
会
】

　
本
特
集
で
は
、
日
本
損
害
保
険
協
会
が
創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
刊
行
し
た
「
日
本
損
害
保
険
協
会
百
年
史
」
を

も
と
に
、
同
協
会
の
歩
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
３
回
の
今
回
は
、
損
害
保
険
協
会
が
策
定
し
て
い
る
中
期
基
本
計
画

の
変
遷
を
た
ど
る
。

損保協会作成の記念ロゴ

特
集　

 

損
保
協
会  

～
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
～

損
害
保
険
協
会
に
お
け
る

中
期
基
本
計
画
の
変
遷

【第３回】

第７次中期基本計画
＜3か年の重点課題（2015年度～2017年度）＞

１．新たな環境変化に対応することによる「安心・安全な社会づくり」への貢献
　（１）超高齢社会への取り組み
　　・高齢者事故の防止・減少に向けた取り組み推進
　　・超高齢社会に適応した新たなルールの整備などの取り組み推進
　（２）グローバル化への取り組み
　　・国際規制・通商課題等への要望・提言、海外動向の情報収集、金融インフラ整備支援
　　・訪日外国人対応に関する諸課題の取り組み推進
　（３）新たなリスクへの取り組み
　　・新技術の進展に伴う新たなリスクに関する研究・整理
２．災害・犯罪の防止または軽減による「安心・安全な社会づくり」への貢献
　（１）自然災害への取り組み
　　・自然災害における防災・減災に向けた取り組み推進
　　・防災教育等によるリスクコミュニケーションの取り組み推進
　　・地震保険の普及促進と巨大地震に備えた態勢整備の推進
　（２）保険犯罪への取り組み
　　・不正請求防止に向けた取り組み推進
３．�消費者の保険の利用環境を整備することによる「安心・安全な社会づくり」への貢献
　（１）新たな募集態勢の構築に向けた取り組み
　　・改正保険業法を踏まえた態勢整備の推進
　　・募集人教育の改善・安定化
　（２）消費者からの相談・苦情・紛争解決への取り組み
　　・業務品質の向上に資する相談・苦情・紛争解決の態勢強化
　（３）消費者教育の取り組み
　　・損害保険に関する理解促進、金融リテラシー向上に向けた取り組み推進


